
 

～次のステップってなんだ？～ 

地域包括ケア報告会 

「地域包括ケア」という言葉は聞き慣れてきているものの、具体像をどのようにイメージす

るのか、またそのイメージを共有するためにはどうしていくべきなのか。2025 年まで 10 年を

切り、地域包括ケアシステムの構築が必要と言われ始めてから 10 年が経ち待った無しの状況

になっております。ここでいま一度地域包括ケアシステムについて考え直し、次のステップに

踏み出してみませんか。地域包括ケアシステムの中心となる医療・介護関係者、地域包括ケア

に関わるみなさまの参加をお待ちしています。 

１．開 催 日 時  平成２９年３月５日（日）午後２時～同５時 
 
２．開 催 場 所  津市広明町１３番地 （津駅より徒歩約10分） 

「三重県庁 講堂」 
 
３．対 象 者  県内の医療・介護関係者、市町職員等、 

 

４．内   容 

講  演（１）「 未 定 」 

講師：金沢赤十字病院 副院長 西 村 元 一 氏 

事例発表 

（１）四日市市 

（２）御浜町 

歯科医師会からの提案 

発表者：三重県歯科医師会 常務理事 羽 根 司 人 氏 

講  演（２）「好事例、失敗事例から学ぶ地域包括ケア」 

講師：国立長寿医療研究センター在宅連携医療部長 三 浦 久 幸 氏 

【講師紹介】 

西 村 元 一 

1983年 金沢大学医学部卒業、金沢大学医学部第二外科入局 

2009年 金沢赤十字病院 副院長 

 専門分野 消化器外科（特に大腸外科） 

地域の医療・介護における多職種連携の意義、地域包括ケア時代における連携実務者の役割などにつ

いて全国各地で講演されています。 

三 浦 久 幸 

国立研究開発法人国立長寿医療研究センター在宅連携医療部長。 

‘93 年名古屋大学大学院医学研究科修了  

‘04 年国立長寿医療センター医長を経て、 

‘12 年 4月 1 日～現職。現在、愛知県在宅胃瘻推進協議会会長 

全国各地でご講演をされ、地域包括ケアの推進にご尽力されています。 



 

受 講 申 込 票 

 

平成２９年３月５日（日）の地域包括ケア報告会の受講を申し込みます。 
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〔三重県医師会〕 

〒514-8538 津市桜橋２丁目１９１番４  TEL：059-228-3822 

FAX：059‐225‐7801 

 


